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域水道も１本でやっているわけですから、どこ

かがやられたらどうするんだという話をすれば、

このプランというのをちょっと何だというふう

な感じがするんですね。 

 そういう意味でも、東置賜郡、西置賜郡とい

うことではないんですが、西置賜郡のほうは、

飯豊町、長井市、白鷹町は、やはり災害という

実際に今回具体的なところが起きて、それで応

急給水というふうなことも実際出たわけですか

ら、水そのものは、広域的な部分というような

ことを捉えながらも、ぜひに自治体間で前向き

な議論を進めていただきたいなというふうに思

いましたので、よろしくお願いいたします。 

 あと中学の地域移行の関係ですけども、生涯

スポーツとそれから競技スポーツ、やっぱりこ

れは、我々競技団体でもどういうふうにするか

というと、市町村のほうに任せられている部分

なので、どういうふうに市町村が関わるか、取

り組むかというふうな部分ですが、やはり動き

をしなきゃなというふうなことです。今回長井

市のスポーツ協会のほうもその体制変わりまし

た、ちょっと。そういう意味で、ばりばりの役

員が就きましたので、生涯スポーツは総合型ス

ポーツクラブ、競技スポーツでは、各競技団体

が学校関係、そういう全体的な部分できちっと

意思統一をしながら積極的な取組をしていくと

いうふうな部分が必要なのですが、実態を見る

と、長井市スポーツ協会なんかの加盟団体でも、

競技種目の名前はあっても、運営そのものはや

っぱり強弱というか、何か充実度が違うところ

があるんです。今後スポーツ協会のほうでの課

題だと思いますが、そこら辺をぜひ、全体的な

スポーツ振興を含めて、スポーツ強化の関わり

というふうな部分では、私は進めるのが望まし

いと考えてますので、ここらで最後に教育長に

お伺いをして終わりたいと思います。よろしく

お願いします。 

○鈴木富美子議長 土屋正人教育長。 

○土屋正人教育長 すみません、お答え申し上げ

ます。 

 今ありましたように、スポーツ協会の役員が

替わりまして、非常に大きな力になっておりま

す。これを力にしながら、やはり各団体、それ

から関係機関、今は健康スポーツ課ですけども、

その部分で本当に市民のスポーツどうすんなだ

というふうなところから大きなところでつくっ

ていかなきゃいけないというふうに思います。

返す返すもスポーツ協会の皆さんのお力添えに

頼るところが大でありますので、よろしくお願

いします。 

○鈴木富美子議長 ６番、鈴木一則議員。 

○６番 鈴木一則議員 私も実はちょっと関わり

合いがありながらも、１つの協会の会長もして

ますので、ぜひに一生懸命努力して、ご協力を

していきたいというふうに考えております。 

 以上で質問を終わります。ありがとうござい

ました。 

○鈴木富美子議長 ここで暫時休憩いたします。

再開は午後３時10分といたします。 

 

 

   午後 ２時５０分 休憩 

   午後 ３時１０分 再開 

 

 

○鈴木富美子議長 休憩前に復し、会議を再開い

たします。 

 市政一般に関する質問を続行いたします。 

 

 

 渡部秀樹議員の質問 

 

 

○鈴木富美子議長 次に、順位５番、議席番号10

番、渡部秀樹議員。 

  （10番渡部秀樹議員登壇） 
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○１０番 渡部秀樹議員 お疲れさまでございま

す。21爽風会、渡部秀樹です。よろしくお願い

いたします。 

 ３月議会の一般質問の折に約束したとおり、

３期目として、この議場に戻ってまいりました。

また、３期目を迎えるに当たり、未来の長井市

のためにと、多くの市民の方々に様々な思いと

願いを託していただきました。市民の皆様の負

託に応えるため、粉骨砕身を座右の銘に掲げ、

精進し、努力いたしますのでよろしくお願いい

たします。 

 さて、この東西に長い日本列島も九州地方か

ら徐々に入梅し、この長井置賜地域にも徐々に

梅雨前線が押し寄せているようであります。こ

の季節、早朝の田園地帯を見渡すと、水をたた

えた水田といぐねに囲まれた散居の家々が日本

三景松島の八百八島のように美しく、ぜひ観光

客に早朝の散居のたたずまいを見ていただきた

いものであります。この美しい田園地帯を守り、

育てていただきました農家の皆様に感謝であり

ます。 

 また、少し前になりますが、第33回ながい黒

獅子まつりが盛大に開催され、多くのお客様に

お越しいただき、大いににぎわいました。私も

来賓の傍ら、地元の獅子舞保存会として出演さ

せていただき、楽しませていただきました。ご

準備いただきました市長をはじめ市当局の皆様、

観光協会をはじめ関係者の皆々様、そして出演

者の皆様、本当にお疲れさまでした。 

 それでは、通告に従って質問させていただき

ます。質問は大きく２項目ありますので、順次

お答えいただきますよう、よろしくお願いいた

します。 

 １項目めは、持続可能で魅力あるまちづくり

等について、市長にお聞きいたします。第五次

総合計画後期基本計画の将来像として「みんな

で創る しあわせに暮らせるまち 長井」を掲

げ、市政運営に取り組む本市のまちづくり等に

ついてお聞きいたします。 

 １点目は、山形鉄道の利用促進と今後の方向

性についてお聞きいたします。この質問は、議

長のお許しをいただき配付させていただきまし

た資料の質問事項１－（１）もご覧になりなが

らお聞きください。 

 最初に、市民の利用促進等についてでありま

すが、多くの市民に親しまれ、本年で全線開通

100周年を迎えたフラワー長井線ですが、自家

用車の普及や人口減少等により利用者が激減し

ております。上下分離方式の導入やイベント列

車の運行など、様々な企画を実施してきました

が、コロナ禍の影響等もあり、利用者の伸びに

ついては苦しいものがあると思います。 

 そこで、市民の利用促進や観光資源としての

利用促進、そして今後の方向性について、市長

にお聞きいたします。 

 続きまして、将来の山形鉄道についてお聞き

いたします。 

 多くの市民に親しまれ、全線開通100周年を

迎えたフラワー長井線ですが、かつては西置賜

と東置賜を結ぶ交通と物流の要として地域を支

えておりました。しかし、現在は、橋脚から車

両に至るまで老朽化が進んでおり、利用者のメ

インである高校生の利用も年々少なくなってき

ているかと思います。将来的に現在の鉄道運行

に代わる交通機関にその役目を譲ることも徐々

に検討を開始せねばならないときが来ているの

ではないかと思います。 

 私自身、乗り鉄、撮り鉄として活動していた

こともあり、鉄道を止める可能性について質問

することは非常につらさを感じております。し

かし、山形鉄道株式会社として、この地域の新

たな交通機関を担うのであれば、フラワー長井

線の歴史と山形鉄道の名が後世に残り、さらに、

経済的な交通機関になれば、持続可能で魅力的

なまちづくりにつながると思います。 

 そこで、市長にお聞きいたします。将来の山
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形鉄道について、検討をしていることがあれば

お聞かせください。 

 ２点目は、市民の健康増進等についてお聞き

いたします。 

 最初に、置賜生涯学習プラザの早期改修につ

いて、提案でありますが、タスのリノベーショ

ンの一環で、４階フィットネスクラブのプール

が廃止の方向で進められております。本市には

通年利用できる室内プールとして置賜生涯学習

プラザのプールもありますが、用途などの違い

から、タスのプールと比べると少々使いづらい

ところもあり、また老朽化も目立ちます。さら

に、置賜生涯学習プラザ全体の老朽化も進んで

いることは明らかであると思います。 

 そこで、市民の健康増進のため、置賜生涯学

習プラザの早期改修について提案いたします。

市長のお考えをお聞かせください。 

 次に、タス４階のフィットネスクラブの方向

性について、市長にお聞きいたします。 

 タス４階のプールは、廃止の方向で進められ

ているわけですが、現在のプールのスペースを

含むフィットネスクラブ全体のリノベーション

の方向性についてお聞きいたします。 

 また、市民の健康増進事業として、現在検討

している構想等があればお聞かせください。 

 議長にお許しをいただき配付させていただき

ました資料の質問事項１－（２）にも一文添え

させていただきましたが、数年前に起きました

サウナブームの影響により、フィットネスクラ

ブにも質の高いサウナを求める傾向があり、都

会ではサウナがないフィットネスクラブまたは

サウナが狭いフィットネスクラブは、会員をつ

なぎ止めることができないほどになっているよ

うであります。 

 続きまして、３点目は、外部監査制度の導入

についての検討について提案させていただきま

す。この質問は、議長のお許しをいただき配付

させていただきました資料の質問事項１－

（３）もご覧になりながらお聞きください。 

 日本における地方公共団体の外部監査制度の

導入は、地方公共団体の不正な公金の支出が問

題となり、1997年に地方自治法が改正され、同

年６月４日付で公布、1998年10月１日付で施行

されたものであります。 

 地方公共団体の外部監査制度は、それぞれの

地方公共団体が外部監査契約を結んだ外部監査

人がその地方公共団体の監査を行うものであり、

包括外部監査と個別外部監査に分けられており

ます。 

 お手元の資料の１－（３）の上段は総務省の

ホームページから抜粋したものでありますが、

包括外部監査は、毎会計年度、外部監査人のイ

ニシアチブにより監査を受ける。都道府県、指

定都市、中核都市については、契約を義務づけ

る。その他の市町村は、条例により導入するこ

とができる。 

 個別外部監査は、議会、長、住民から要求の

ある場合において、外部監査人による監査をす

ることが適当であるとするときは、外部監査人

の監査を受けることができる。地方自治体は、

条例により導入することができるなどの記載が

あります。 

 また、お手元の資料の１－（３）の下段には、

ホームページに掲載されている平成21年度から

令和３年度の全国都市監査委員会公表のデータ

から抜粋したものでありますが、我が国の自治

体では、包括外部監査を都道府県、指定都市、

中核都市と東京都町田市で毎年実施されており、

北海道伊達市、埼玉県所沢市、岐阜県瑞穂市な

どでも複数年実施されております。また、個別

外部監査は、山梨県南アルプス市、神奈川県内

広域水道企業団、広島県三次市で複数年実施さ

れているようであります。 

 総務省が示す外部監査制度概要の趣旨には、

地方公共団体の組織に属さない外部の専門的な

知識を有する者による監査を導入することによ



 

―７１― 

り、地方公共団体の監査機能の専門性・独立性

の強化を図るとともに、地方公共団体の監査機

能に対する住民の信頼度を高めるとあります。

本市としても監査機能に対する住民の信頼を高

めることは、持続可能で魅力あるまちづくりを

推進する上で必要であると思います。 

 そこで、今すぐ導入するということではなく、

将来的な外部監査制度の導入の検討について提

案いたします。市長のお考えをお聞かせくださ

い。 

 ２項目めは、観光振興事業関連について市長

にお聞きいたします。 

 第五次総合計画後期基本計画の観光振興分野

で交流人口を増加させ、地域経済に貢献する観

光と示されておりますが、この裾野の広い観光

産業の推進等について確認と提案させていただ

きます。 

 １点目は、重要文化的景観を生かすための周

辺整備について提案させていただきます。 

 この質問は、議長のお許しをいただき配付さ

せていただきました資料の質問事項２－（１）

もご覧になりながらお聞きください。 

 お手元の資料２－（１）の左側が、先日、貿

上醤油屋さんの新しい板塀を宮・小桜街区まち

づくり協議会のワークショップで実際にはけ塗

りしているところです。右側が昭和35年に新町

から丸大扇屋方向を写したもので、道路の舗装

工事をしているところを写した貴重な写真です。

この写真の左手奥に写る風間書店のコクヨの看

板や右手の水路の形状は現在も変わっておらず、

風間書店中庭に生えていた背の高い松は30年く

らい前に切られており、この写真に姿を残すの

みであります。 

 さて、以前も重要文化的景観に選定された町

場景観について提案をさせていただきましたが、

重要文化的景観として選定された最上川上流域

における長井市の町場景観の文化的価値は高く、

写真映えもするため、ＳＮＳへの投稿をよく見

かけます。しかし、さらに生かし売り込むため

には、新潟県村上市の黒塀プロジェクトや町家

再生プロジェクトのように地域一丸となって景

観に配慮した整備に取り組む必要があると思い

ます。 

 そこで、最上川から重要文化的景観に選定さ

れた町並みを結ぶ周辺エリアで、景観に配慮し、

家屋や家屋を囲む塀等の新築、増改築、塗装な

どについての補助金について、再度提案させて

いただきます。 

 また、重要文化的景観やその付近の数十年前

の写真が印刷された現在の風景と見比べができ

る街角看板の設置についても、併せて提案いた

します。市長のお考えをお聞きいたします。 

 次に、心と体を健康にする旅、ウエルネスツ

ーリズムの推進について提案させていただきま

す。 

 この質問は、議長のお許しをいただき配付さ

せていただきました資料の質問事項２－（２）

もご覧になりながらお聞きください。 

 近年、心と体の健康と観光を組み合わせた新

たな観光スタイルとして、ウエルネスツーリズ

ムが注目されております。日本では古くから行

われてる湯治もその要素の１つで、日本三大霊

場で有名な青森県恐山も温泉業界では開湯1200

年のスパリゾート恐山と言われる歴史あるウエ

ルネスツーリズムスポットです。 

 恐山霊場巡りと粗食ながらも地域の食材を楽

しみながら購入し、自炊する湯治は、多くの

人々の精神的幸福と健康増進に貢献していたと

のことでした。また、森林浴や森林での横臥外

気浴、田園地帯や森林を利用したウオーキング、

健康に留意した和食や日本の発酵食品、日本酒

などは、世界で認められたウエルネスフードで

す。 

 お手元の資料の２－（２）のように、自然の

中で運動し、自然に癒やされ、自然の中で心身

を回復、温泉で整え、地元料理と地酒でさらに
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健康と記載させていただきましたが、本市でも

十分に体験可能なアクティビティーや食事メニ

ューを組み込んだ旅行商品は、旅行に行ったこ

とから起こる気分の高揚などによる回復作用・

転地効果の働きもあり、精神的幸福と健康増進

を目的とした心と体を健康にする旅、ウエルネ

スツーリズムとして十分な商品になると思いま

す。 

 そこで、健康を切り口とした本市の温泉と森

林や森林での横臥外気浴、田園地帯や森林を利

用したウオーキング、健康に留意した和食や日

本酒などを組み合わせ、精神的幸福と健康増進

を目的とした心と体を健康にする旅、ウエルネ

スツーリズムの推進について提案いたします。

市長のお考えをお聞かせください。 

 最後になりますが、体験・体感観光の推進に

ついて提案させていただきます。 

 この質問は、議長のお許しをいただき配付さ

せていただきました資料の質問事項２－（３）

もご覧になりながらお聞きください。 

 近年、観光のスタイルは、そのニーズにより

多様化をし続けておりますが、ものづくりや収

穫体験などの体験メニューのある旅行商品は継

続的に人気があります。また、湧き水の冷たさ

や朝夕の森の涼しさと寒さ、山の峰を吹く突風

の強さなど、実際に体感できる旅行商品はリピ

ート率が高いとされております。 

 お手元の資料の２－（３）のように、木々の

匂いや水の冷たさを感じ、農産物を自分で収穫

し、学びながらものづくりを体験するなど想定

される構成資源は豊富であります。触れて、嗅

いで、感じて、学び、大脳を刺激する体験・体

感観光は、本市でも十分につくることができる

と思います。 

 そこで、農林業、製造業などの体験を実際に

見て触れて体感できる体験・体感観光の推進に

ついて提案いたします。市長のお考えをお聞か

せください。 

 壇上からの質問は以上になります。ご清聴あ

りがとうございました。 

○鈴木富美子議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 渡部秀樹議員から大きく２項目、

８点ほどご提言をいただきました。本当にあり

がとうございます。順次お答えを申し上げてい

きたいと思います。 

 まず最初に、持続可能な魅力あるまちづくり

等についてということで３点ほどいただきまし

た。 

 まず１点目が、山形鉄道の利用促進と今後の

方向性等についてということでご提言いただい

たわけでございますが、（１）の市民の利用促

進等についてということで報告いただいたわけ

でございますが、山形鉄道の主な利用客は沿線

の高校生であるということはおっしゃるとおり

でございまして、全体の７割を占めていますが、

沿線の自治体のほうも少子化により年々高校生

の数が減少する中で、高校生の利用を増やして

いくということはなかなか難しい状況であり、

議員からありましたように、今後は市民の利用

促進、また、市外、県外からの観光資源として

の利用促進を図っていく必要性がさらにあると

いうふうに考えております。 

 フラワー長井線は国鉄時代を含め、今年で全

線開通100周年ということで、赤湯駅から荒砥

駅までちょうど100年ということで様々なイベ

ントなどもございましたし、議員から紹介いた

だきましたように、沿線の２市２町のラッピン

グ列車、これも幸いに地方創生のほうでいち早

く取り上げていただいて作ったもの。あとは、

イベント列車などもやったわけでございますが、

その４両が並んで走る姿というのは、大体１両

か多くて２両しか連結していなかったので、非

常に斬新で、改めて山形鉄道、いろいろ可能性

があるなと思ったところでございました。 

 長井駅前におきましても、マルシェ、記念イ

ベントの一つでございますが、開催したところ、
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多くの方にご来場いただきましたし、先日の白

つつじマラソンとタイアップした「フラワー長

井線と競争しよう！」では、県内各地から参加

の申込みがありまして、参加者からも大変好評

でした。 

 ちょっとびっくりしたのは、ランナーの方が

みんな50代、60代の方も完走しましたし、あと、

うれしかったのは、やっぱりこの山形鉄道の筆

頭株主である山形県の職員が、県総合交通政策

課、あるいは、置賜総合支庁のほうからも出て

いただいたというのは大変心強かったし、うれ

しく感じたところでございました。 

 このように、工夫をすれば人は集まってくだ

さってにぎわいの創出につながるなと、沿線地

域の活性化にもつながると感じたところでござ

います。 

 以上のことを踏まえ、議員の質問、提言にお

答えしたいと思います。 

 まず、市民の利用促進につきましては、今年

の夏に長井市遊びと学びの交流施設「くるん

と」がオープンいたしますが、来場する際には

フラワー長井線の利用を呼びかけるということ

で、やまがたアルカディア観光局に旅行商品と

してつくっていただくように検討していただい

ております。 

 例えば、ちょっとした山形鉄道のグッズをプ

レゼントするなど、親子でフラワー長井線に乗

ってきていただいて、「くるんと」で楽しんで

いただくと。できればお昼なんかのセットのタ

イプもあれば面白いのかなというふうに思って

おりますが、そういった「くるんと」だけでは

なくて、市営バスやレンタサイクルなどの二次

交通手段を利用して長井市のまちなかへ繰り出

していただき、議員からも、後ほどお答えいた

しますけれども、重要文化的景観を巡っていた

だくとか、まちなかの様々なおいしい料理を提

供するところで食事をしていただくとか、大き

な視点で見れば、山形鉄道、鉄道だけではなく

て、まちなかのにぎわい創出につなげていきた

いと考えております。 

 観光資源としての利用につきましては、やま

がたアルカディア観光局の旅行商品に山形鉄道

の利用を組み込んでいただくことや、新型コロ

ナもご案内のとおり、ゴールデンウイーク明け

には通常のインフルエンザと同じ５類に引き下

げられたということもあって、台湾など、タイ

もありましたですね、インバウンドのお客様が

大分、フラワー長井線の利用、新たな利用もあ

りますし、戻ってきていただいてると感じてお

ります。それらの方々、国内外の旅行意欲を取

り込むことで観光客の利用拡大につなげ、そし

て地元の皆様との観光交流につなげていきたい

なと思っております。 

 これ以外にも山形鉄道では、スマートフォン

で乗車可能なデジタル乗車券ＲＹＤＥ ＰＡＳ

Ｓ、あるいは、本市では市営バスのデジタル化

も進めておりますので、本市のあらゆる施策を

総動員して分野横断的に山形鉄道の利用拡大、

ひいては、まちなかのにぎわい創出に取り組ん

でいきたいと考えております。 

 続きまして、２点目ですが、将来の山形鉄道

についてということで、議員からはフラワー長

井線を廃止することもやむを得ないんじゃない

かと。その代わり、例えばバス代行輸送である

とかＢＲＴ、バス・ラピッド・トランジェット

等の別の公共交通機関に転換してはどうかとい

うふうなご提言もいただきました。そういうふ

うに理解したところでございますが。 

 以前からもフラワー長井線を廃止してバス代

行をしたらいいんじゃないかということが、今

から20年前ぐらいの平成10年代にもそういうお

話がいろいろございました。ただ、私個人とし

ては、フラワー長井線を別の輸送手段に転換す

るということは全く考えておりません。 

 その理由として、まず現時点でバスによる代

行輸送に転換した場合、昨年度山形鉄道が実施
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した乗降客数の調査によれば、通勤、通学の時

間帯となる朝６時台から８時台に60名定員の大

型バスで輸送するとなると、かなりアバウトな

大まかな試算でありますけれども、最低でも延

べ七、八台のバスが必要となり、駅前での待機

等を考えると現実的にはかなり難しいと。かな

り高校生が減ったといっても、10年前は沿線で

1,000人ぐらいの高校生が利用されてたんです

ね、実質で1,000人。今は700人ぐらいまで減っ

ていても七、八台はかかるんですね。ですから、

これ、現実的ではありません。 

 それと、例えばバス・ラピッド・トランジェ

ットといいますか、鉄道の路線を道路に変えて

そこをバスで行き来するというやつも。今、バ

スというのは定員が40名とか、補助椅子使って

も50名なんていうとかなりですよね。現実的に

不可能ですね。 

 ですから、私はまだまだそういう時期じゃな

いというふうに思っておりますし、むしろ、一

般の利用客の方、やり方次第では、まだまだ山

形鉄道の利用は増えるだろうと思っているんで

す。ただ、やっぱり、今ですと基本１時間に１

本ですね。これが１時間に２本でしたら利用で

きるんですよ、十分。 

 それからあと、山形鉄道自体で赤湯駅で新幹

線ということがあるんですが、これが今泉駅で

ＪＲと交差して米坂線のダイヤの都合でかなり

不便を来しているんですね。５分とか10分ぐら

いでフラワー長井線から新幹線に乗れなかった

り、新幹線を降りてフラワー長井線に、結局１

時間待ってなきゃいけないとか、そういうこと

があるんですが。 

 あとは、高校生中心ですから朝夕をメインに

して、例えば夜遅い時間帯のフラワー長井線は

ほとんどありませんし、ですから、これは、や

り方次第ではもっともっと非常に便利な交通手

段だというふうに私は思ってます。 

 私個人の話をしますと、ここ四、五年、免許

証は返上してないんですが自分の車はもうやめ

たんですね。時々家内の車を使わせてもらって

いるんですが。それで、考えますと、市内で自

由に動きたいときは車あれば非常に便利なので

すが、どっかに出かけるときはフラワー長井線

利用するって決めてれば決して、少し制約はあ

りますけども、不便じゃないんですよね。 

 例えば、今度の６月27日にあやめサミットと

いうのを、今回は９都市からいらっしゃるんで

すが、そのうち４都市はフラワー長井線でいら

っしゃるんですよ。往復というところもありま

すし。あと、市役所に用事ある方でフラワー長

井線でいらっしゃる人は結構いらっしゃるんで

すね。我々は赤湯駅まで行けばいい、あるいは

米沢駅まで車で行けばいいと思っているから、

あんまりフラワー長井線のこと考えないのかも

しれませんけども、一般的に見て、ちょっと自

分できちんとスケジュール管理できればフラワ

ー長井線で行き来できるんですよね。これの重

要性というのは多分なくならないと皆さん気が

つかないんだろうというふうに思ってます。 

 ですから、今、６両しかフラワー長井線の車

両ないんですけども、これがもし仮に、あと２

両とか４両増えたら、もうそれこそ、しばらく

の間は今泉からいわゆる新潟方面、飯豊町、小

国町のほうは時間がかかりますので、あちらの

今泉－米沢間のほうを運行させていただければ

運転手はいっぱいいるんですね。非常に運転手

は人気の業務で、首都圏からとかいろんなとこ

ろから運転手になりたくて何人もいらっしゃっ

てます。ですから、車両さえあれば、あと、Ｊ

Ｒさんとうまく交渉すれば、米坂線乗り入れで

きるんですよ。そうすると米沢からも新幹線乗

れるし、非常に便利だと私は思ってます。そん

なことで考え方次第ではないかなと思ってます。 

 先ほどの続きで言えば、降雪や冬の期間、道

路の交通事情により、やっぱりバスは到着時間

が読めなくなることというのは、市内だったら



 

―７５― 

よっぽどいいんですが、例えば米沢市の高校に

通うといった場合は、かなり大変なのかなとい

うふうに思っております。 

 なお、平成29年度の冬の大雪により列車が脱

線して代行バスを運行したこともありましたけ

れども、大変高額な運行費用がかかった経過も

あり、鉄道って結構、１両運行するにコストは

かなり低いです。ですから、代行バスが経済的

にも優れてるというふうに私はあんまり言えな

いと思っています。 

 先ほど鈴木一則議員からもありましたが、い

わゆる国のほうで廃止の対象の路線の人数を少

し上まで高めて調整するということにしたんで

すが、むしろ日本の鉄道のほうも、例えばヨー

ロッパ並みに道路と同じ考え方で公共で路線を

保つというふうに考えると、バスなんかよりも

ずっとＳＤＧｓですし、カーボンニュートラル

にも資するようにできます。現に今、山形鉄道

は地域おこし協力隊でいらしている方にまず期

待しているところなのですが、ディーゼルじゃ

なくて電気で、バッテリーといいますか、蓄電

でバッテリー化してそれで運行しようと、これ

は決して不可能ではありませんので、そういっ

たことも考えていくことも必要なんではないか

なと。 

 ただし、やっぱり渡部秀樹議員がおっしゃる

ように、役割は終わったと私は思ってませんけ

ども、そういうふうに思っている人もいらっし

ゃるので、その辺のところをどうするかという

のが非常に問題で、特に、何年前でしょうか、

平成15年ぐらい、フラワー長井線なんて要らな

いというのは随分経済界からも出てきました。 

 私が危惧しているのは、例えば米坂線の飯豊

町とか小国町の高校生の皆さんって、米沢に通

うと下宿しなきゃいけなくなる。小国町の方は

昔からそう言われてるんですが、高校生からも

う下宿で行っていると、自分の生まれ育ったと

ころに帰ってくる比率はぐっと下がるんだそう

ですね。ですから、そういったことも考えると、

総合的にぜひ判断していただきたいなと思いま

す。 

 なお、これはいろんな考え方がありますので、

私としては何とかいろいろ住民の皆様からもご

理解いただいて、これからも鉄道として山形鉄

道を残すべきじゃないのかと。あとは、できれ

ば米坂線も、ある程度我々も負担しなきゃいけ

ないかもしれませんが、高校生のみならず、

我々もいざというときは利用できる鉄道として

考えて残していきたいというふうに思います。 

 続きまして、３点目の市民の健康増進等につ

いてということで、１点目、置賜生涯学習プラ

ザの早期改修についてというご提言ですが、こ

れは議員おっしゃるように、もう昔から何とか

したいと。ただ問題は、いい財源がないんです

ね。頑張って長寿命化ぐらいしかないんですね。

ところが、あの建物も昭和63年に建設されたも

ので、今、36年目でございますけれども、かな

り老朽化しているところがたくさんあって、多

分、大規模改修普通にしたら、やっぱり35年す

る前に、20年目ぐらいである程度改修してれば

よかったんですが一切してませんので、小規模

な改修したとしても10億円は下らない、大規模

改修すれば20億円以上かかるんじゃないかと。

ですから、その財源をどうしていくかと。 

 今まで公共施設等整備計画、平成28年から令

和７年までの計画の中では、築50年以上を大体

対象にしてたんですね。ですから、今までの長

井市のやり方から言ったら、まだ35年じゃない

かということなのです。でも、おっしゃるよう

に、大分老朽化してますし、しかも、スポーツ

される方だけじゃなくて健康増進のためにも、

プールなども含めて非常に重要な施設ですので、

ここを早期改修したいという思いは議員の提言

に待たず私も同じ気持ちであります。 

 これ、細かく話しすると時間がかかるので、

この辺のところは、せっかく健康スポーツ課で
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原稿を書いていただいたんですが、これ読むと

かなり早口でぱぱっと読まなきゃいけなくなる

もんで。 

 この中で、議員からはタスのフィットネスの

お話がございまして、タスのほうで実は今回、

参考配布ということになったようですが、利用

者の方から私どものほうにもプールの廃止をし

ては駄目だというような要望みたいなものをい

ただきましたけれども、やっぱり築37年目で、

しかも４階にあるプールなもんですから、その

建物にかかる負担といいますか、荷重、かなり

厳しい状況でございます。これは、実際改修し

ないと分からないというふうに言われてるんで

すが、最低で、非常にいい状態で、あまりかけ

ないとしても二、三億円はかかると。通常は５

億円以上かかると言われてるんですよね。です

から、今回国で認めていただいた15億円の事業

費の３分の１をプールだけで使っちゃうことに

なるんですね。これはとてもとても、使ってい

らっしゃる方は、例えば実数で何千人もいらっ

しゃるんならですが、やっぱりそこまではいら

っしゃらないわけですね。そうすると、議員か

らもありましたけれども、サウナとかより充実

した施設、温浴施設に変えたほうがよろしいん

じゃないかということで、今回は、そのプール

については諦めざるを得なかったと。 

 したがって、置賜生涯学習プラザのプールに

ついては、主にスイミングスクールで利用して

て、ただ、一般の利用の方のためのスペースは

あるんですけれども、そちらについて今後どう

するか。あとは、プール自体もかなり老朽化し

てますので、そちらは、プールは廃止するなん

ていうわけにいきませんので、ここは非常に重

要な部分であろうというふうに思っているとこ

ろでございますし、あとは、もともと置賜生涯

学習プラザについては合宿などができるような、

泊まりがけでできるような施設としてやってお

りましたし、あと、いわゆる様々なスポーツの

ジム的な役割の機器さえあれば、あそこでいろ

んな体力増進のための機能を発揮することがで

きると思っておりますので、それらも大規模改

修する際に考えなければならないことだと思っ

てます。 

 幸いにも建設課のほうで立地適正化計画とか、

あとは中心市街地活性化計画、これは商工のほ

うで引き続き２期目も承認いただいたわけです

が、そういったことで、長寿命化だけじゃなく

て、それ以外の補助も受けられるような措置が

あるということが分かっておりますので、今後

やっぱり、これから財政と相談しながら、ここ

のところは何とか全体計画を立てて、順序立て

て整備をしていきたいというふうに思っている

ところでございます。 

 ちょっとこの辺のところを少し省略させてい

ただいて恐縮ですが。あと、２番目の、４点目

でございますが、先ほど申し上げたタス４階の

フィットネスクラブの方向性についてというこ

とで、イノベーションの方向性や市民健康増進

事業として検討していることはということなん

ですが、タスについては、実際、今のフィット

ネスのスペースといいますか、あそこの今のシ

ャワー温浴施設、サウナの部分についてはプー

ルの４階のほうに、４階でもプールのほうをう

まく使って温浴施設として整備いたしますので、

その分、少し広げられるというふうに思ってお

りますので、より充実したフィットネスという

ふうにはなると思いますが、やっぱり会員制の

フィットネスにならざるを得ませんので、した

がって、これはできるかどうかは別として、や

っぱり私どもとしては中心市街地にスポーツジ

ム、これは例えばユルットというふうに置賜３

市５町で造ったものでございますが、実質的に

長井市の市民は非常に利用しづらい。 

 例えば春とか夏、秋ぐらいにかけては、ある

程度は行けるんですが、やっぱり冬の間はそこ

に通うというのはなかなか難しいので、特に仕
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事をなさっている方は仕事終了後というのは、

これ、ほぼ不可能なので、私どもとしては長井

市のまちなかにユルットぐらいの料金で、なお

かつ、様々な健康増進のための体を鍛えること

ができるような、そういったものをつくれない

かと。でも、これもやっぱり財源ですよねとい

うことです。 

 あとは、やっぱり温浴施設ということで言え

ば、温泉も掘れば出るということは、ほぼ今の

技術ですと確実ですので、ピオニーの森のニュ

ー桜湯と、あと、はぎ乃湯あって、さらにまち

なかにあるということで、もう市民は市外に行

く必要はなくなると。十分長井市のまちなかで、

むしろ周りから中心市街地の温浴施設があれば、

その後、買物したり、食事したり、飲んでいっ

たりできるわけですから、そういったことなど

も踏まえながら、タスの４階のフィットネスに

ついては、大変会員の皆様には一時的にご不便

をおかけしますが、いずれやっぱり、きちんと

また使えるように整備を行っていきたいと思い

ますし、またそのときには新たな会員なども募

集しなきゃいけないなと思っているところでご

ざいます。 

 まず詳しく本当は説明したいんですが、時間

がかかっておりますので質問を先に進めさせて

いただきます。 

 続きまして、５番目のご提言についてお答え

したいと思いますが、外部監査制度の導入の検

討についてでございます。 

 これは議員から詳しくいろんな資料、皆さん

に配付いただいたようですが、外部監査制度に

ついては、平成７年頃に都道府県等の地方自治

体において、その当時、官官接待などの不正支

出、あるいは空出張などの問題が頻発したとい

うことによりまして、監査機能の充実が求めら

れたということのようでございます。また、平

成７年の地方分権推進法施行に伴いまして、地

方自治体のチェック機能の強化が課題となって

地方制度調査会で導入が検討されまして、平成

９年の地方自治法改正により、都道府県と政令

市、中核市に対して義務づけされたものだとい

うことのようでございます。 

 監査委員による監査と外部監査人による監査

を比較しますと、いわゆる監査委員による監査

は総合的な監査なんですね。これは代表監査と

議会からの識見の監査ということで、お二人、

今、監査していただいてるわけでございますが、

総合的な監査であると言われてます。 

 財務監査に加えて行政監査も行うものである

ということなんですけども、外部監査は何かと

いうと、テーマを決めて部分的な財務監査のみ

を行うものという点が異なっているんですね。

ですから、ちょっとこれは、もう不正支出じゃ

ないかみたいな何かテーマがあったときに外部

監査をかけるということでございます。 

 外部監査人と監査委員は両者が独立して監査

を行いますので、両者の監査が重複するケース

も想定されます。法令上、重複する場合の調整

規定等が設けられておりますので、監査の実施

に関しては多くの調整が必要になるものと思わ

れます。 

 他自治体の導入状況でございますが、包括外

部監査制度について定めてる団体は、令和３年

３月31日現在、義務づけられている都道府県、

政令都市、中核市以外では、東京23区のうち５

区、あと、議員からも紹介あった所沢市等、９

団体のみのようでございます。また、個別外部

監査につきましても、都道府県、政令都市、中

核市以外では全国で69団体にとどまっておりま

す。 

 一方で、費用の面ですが、包括外部監査人に

支払うべき監査に要する費用として、仙台市で

は1,500万円だそうです。山形市は中核市にな

りましたので、約1,000万円の費用を計上して

おりまして、費用対効果等を考慮しますと、現

状におきましては、外部監査制度の本市での導
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入については、これは慎重にならざるを得ない

というふうに考えます。 

 外部監査制度は、監査委員による監査とお互

いに補完するような形で、監査機能に対する住

民の信頼を高めるという意味では有効な制度だ

と考えておりますが、本市では監査委員の定数

を２名としまして、識見を有する監査委員と議

員選出の監査委員を任用し、それぞれ独立した

立場から監査を行っていただいております。 

 例月出納検査を実施しまして、予算の執行、

契約の締結と、適正に執行されているかを審査

し、監査の評定をしています。加えて、前年度

の決算に対して審査し、決算審査意見を９月議

会でいただいております。監査委員には全国都

市監査委員会等が主催する年４回の研修を受講

していただき、知識の取得や技術向上を図り、

監査制度の充実強化を行っていただいておりま

す。 

 これらの状況から、外部監査制度を導入せず

とも、十分に住民の信頼を得られるものだと考

えております。将来的な導入につきましては、

国の動向や他自治体の状況も踏まえまして、検

討してまいりたいと考えております。 

 続きまして、６点目でございますが、ここか

らは２番目のご提言の観光振興事業関連につい

てでございます。 

 議員からは、第五次総合計画後期基本計画の

観光振興分野で交流人口を増加させ、地域経済

に貢献する観光と示しているが、この裾野の広

い観光産業の推進等についてということで３点

ほどご提言をいただきました。 

 まず１点目は、重要文化的景観を生かすため

の周辺整備についてということですが、これは

議員から、やはり令和２年３月定例会において

同様の質問をいただいております。その際には、

まだ重要文化的景観の整備活用計画の作成途中

でしたので、観光資源としての活用や周辺整備

の検討状況については具体的な説明をすること

はできませんでした。令和２年５月に整備活用

計画を策定し、国県から補助をいただきながら、

まずは重要文化的景観の重要な構成要素となる

建造物、これは全部私有のものです。市じゃな

くて個人の所有物でございますが、普及、修繕

を現在も実施しているところです。 

 例えば、令和２年は、貿上醤油さん、やませ

蔵、鍋屋さん、あと、令和３年は、鍋屋さん２

回目、あと、令和４年は、總宮神社、貿上醤油

さん２回目、あと、令和５年は、皇大神社等々。

今年度は、文化財保存活用地域計画の作成と併

せまして文教の杜、旧丸大扇屋と旧西置賜郡役

所、小桜館の修繕整備をするため調査を進めて

おります。また、令和７年度からは、第４期都

市再生整備計画事業において、宮・小桜街区の

面的整備を計画予定しておりますので、これか

らその計画をまとめますけども、ここは財団法

人の文教の杜とよく協議をしながら、あと、

宮・小桜街区の皆様のお考えなども、お話をお

聞きして、ぜひ計画の中に取り入れたいと思い

ますが、これ、渡部秀樹議員からご提案いただ

きました、街角看板の設置と併せて検討してま

いりたいと思います。 

 なお、家屋や塀等の補助金については、景観

計画における景観形成基準というのがありまし

て、これを具体的に定める必要がありますので、

宮・小桜街区まちづくり協議会や地域住民の皆

様と慎重に協議しながら、村上市のような先進

的な事例も参考にして検討してまいらなきゃい

けないと。結局、住民の皆様とか、そのまち、

その周辺の皆様の理解がないと、これは市がや

りたくてもなかなか難しいというのが現状のよ

うでございます。 

 続きまして、（２）の心と体を健康にする旅、

ウエルネスツーリズムの推進についてでござい

ますけれども、ウエルネスツーリズムという切

り口でご提言をいただきました。 

 長井市でもフットパスウオークを活用したウ
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オーキングやまち歩きをする旅行者も増えてお

ります。ウエルネスの定義は広いですので、日

常から離れ、自然や温泉などを活用し、心や体

のバランス、身体のバランスを整え、リフレッ

シュする旅と捉えれば、もう既にその一端は、

やまがたアルカディア観光局で行っている商品、

造成している商品もあると思います。 

 例を挙げますと、熊野山夜明けトレックや初

めての雪山体験、熊野山スノートレックは宿泊

のパッケージとして行っています。それ以外で

も、日常から離れたアウトドア体験としてダム

湖でのＳＵＰ（サップ）や三淵渓谷ツアーもあ

りますし、ヘルスケアビジネスの視点から組み

入れれば、非日常健康体験、食、宿泊などの組

合せでウエルネスツーリズムを推進することは

可能と考えますので、やまがたアルカディア観

光局の戦略会議でもご検討いただくように進言

させていただきたいと思います。 

 また、長井市には健康増進にも効果の高いけ

ん玉体験もありまして、最近はサウナも取り入

れておりますので、長井市の観光と組み合わせ

ていけば滞在型の観光が進むものと思っている

ところでございます。 

 午前中の平 進介議員からもありましたピオ

ニーの森なども、健康増進、ウエルネスの一つ

としても考えられるものなのかなというふうに

思います。 

 続きまして、最後でございますが、８点目で

ございますが、体験・体感観光の推進について

ということで、体験型の観光は、やはりやまが

たアルカディア観光局では、現在、ＳＤＧｓの

視点からレインボープランの視察やバイオガス

発電などを取り入れた団体視察や教育旅行、湖

面を利用した体験アクティビティー、けん玉ペ

イント体験、まが玉づくり、雪板づくりなどの

ものづくりについても旅行商品として提供して

おります。そこに、議員がおっしゃるように体

感という部分も強調できれば、十分長井市でも

できることだと思います。 

 実際に、小国町の温身平森林浴などは体感を

うたうことがふさわしいと思いますし、三淵も

渓谷の涼しい風や音など体感することができま

すので、記憶に残る感覚を売りにした商品造成

に進めてまいりたいと思います。特にインバウ

ンドでは体験が人気のようですし、国内旅行者

にも農業体験が人気となっておりますので、ア

ルカディア地域の特徴を生かした取組を行って

まいりたいと思います。 

○鈴木富美子議長 10番、渡部秀樹議員。 

○１０番 渡部秀樹議員 ありがとうございます。

大分割愛していただきまして、説明いただきま

した。 

 山鉄の話からまずさせてください。私も先ほ

ど申し上げましたが、鉄道が好きで、鉄道の時

刻表を眺めるだけでどきどきするという生活を

何年もしているタイプの人間です。私は廃止の

方向の話はなるべくしたくない。多分、市長と

気持ち一緒です。ただ、当局に時々こうやって

ただしていかないと、市長の言葉で残したいと

いう言葉が出ると、少し私はほっとするかなと

いうところはあります。ただ、経済的な面です

とか戦略的な面を考えて、市民が住みやすく持

続可能なまちづくりという点で、時々てんびん

にかけなきゃいけないというつらいところも市

長はあると思うんですけども、そこは公平な目

で見て、時々見てほしいなと思うところであり

ます。 

 我々議員は、市民からこう言われたからこう

言うという、もちろんあるんですけど、どちら

かというと、様々な意見を統合してここで聞い

てみる。じゃあ、聞いてみるからどういう答弁

出るかなというのは私としても聞きたいし、市

民の方々に聞かせたい。そのためには、議場と

いう場でお話をするのが一番公正な答弁やって

くると思いますので、私は今回お聞きしました。 

 今、市長の話の中で、健康ですとかいろいろ
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つながっていくわけですけども、タスのフィッ

トネスと健康増進のところでありましたが、例

えば、フラワー長井線の利用の中で「くるん

と」のほうのを重ねていったり、まちなかの総

合計画、これからまだ長期で考えていく中で、

そういう補助メニュー等があれば、中心市街地、

まちなかに温浴施設ですとか健康増進施設を造

成したい。そのときは必ず公共交通機関という

のは重要になってくると思います。 

 公共交通機関がなぜ公共交通かというのはす

ごく大事なところでございまして、ヨーロッパ

見てもアジアの国々見ても、どこを見てもバス

や自家用車よりも鉄道という利用がすごく率が

高いんです。ただし、この日本という国は非常

に周辺地になれば周辺地域になるほど鉄道の利

用が下がっていくと。なので、長井市としては、

ＳＤＧｓの世の中なのでそれを推進するという

のも長井市は掲げてますので、利用促進を掲げ、

ダイヤ等の見直しはもちろんしてほしいです。

ダイヤは生き物だとも言われてますので、生活

状況や周辺に合わせて動かしながら使いやすく、

そして、私も含めてみんなで使って残そうと。

まずなくなってみなければその価値に気がつか

ないものなんですね。右利きの人が左手の利用

に全然気がつかないままいったり、５本ある指

で小指って何もしないよねと思うときがあるわ

けなのですけど、実際になくなって気がつくと

いうのがあるので、そこは慎重に審議しながら

していただきたいなと思うところでありました。 

 外部監査制度に関しては、これも同じで、一

度もこういうところで話しすることもなく、触

れずに通り過ぎるよりは、何かのタイミングで

こういう話を議場でするべきだと私は思ってま

したので、入れさせていただきました。もちろ

ん費用かかりますね。市長からお聞きして、や

っぱりこれだけかかるんだなというのは私が持

っている資料と同じぐらいの金額出てきました

ので、二重に費用がかかるんであれば、これ、

考えねばならないなというところで私も思いま

す。 

 そして観光のほうと入ってくるわけですけど、

重要文化的景観、宮・小桜街区、今回この資料

を作った中で、実際私も一番はじの列を塗り方

してたんですけども、なかなか面白い形でワー

キングできたわけなんですけども、ワークショ

ップとしてできたというのもありますし、この

地域にいる人たちが見てたんですね、何やって

んだろうって。そういう目線で見てもらうこと

もすごく重要かなって。重要なところだからみ

んなで残しているんだよと。シックな色で塗っ

たんだねって言ってもらえて、我々参加者の中

にもこの地域に住んでる方もいますし、それを

見ている周辺の方々が声かけてくれたというの

大変大きくて、地域で守っていく文化財という

形で、とてもいい形だったので、ちょっと紹介

させていただいたところもありました。 

 あと、その脇の写真なのですけど、これ、旧

西置賜郡役所の２階の奥の大きな部屋で飾って

あったものなのですけども、これ、娘と行った

ときに展示してあるのを確認して、たまたま昔

のまちの風景について考えるときだったもんで、

はっとなって写真を撮ったのを、先日もう一回

撮り直しに行って印刷間に合わせたものなんで

すけど。失われていく風景って前も申しました

けども、いっぱいあると思うんです、街角の風

景で。気がついたら、このうちなくなってたね、

この建物なくなってたねって。そういうのは時

折押さえて、市のほうで所蔵していただいて、

何かで使っていただければなと思う次第であり

ます。失われていくものは仕方ないところもあ

りますし、ただ記録は残してほしい、使ってほ

しいというところであります。 

 あと、ウエルネスツーリズムと大脳を刺激す

る体験・体感観光なのですけど、これは正直切

り口の、あと、パッケージングの仕方次第で今

現在やっているものがそのままほぼ利用できま



 

―８１― 

す。ただ、食とかの味つけだったり、味つけっ

ていうか、見方だったりで大分変わってくるの

で、これは、これを食べてこれはという、こう

いうメニューですよとただ書くだけでもう一気

にウエルネスツーリズムに行ってしまいますし、

逆に、この冷たさを感じてくださいというのを

書いたり、農業体験でほこりが舞うのも体験な

んだよと書くだけで一気に切り口が変わるわけ

なんですよ。ただきれいに募集するんじゃなく

て、こういった形で手を替え品を替え、こうい

う方向性を好きな人、こういう方向性を好きな

人に対して刺激を与えていくことも大事かなと

私は思いますので、紹介させていただきました。 

 私からの質問は以上になります。 

 

 

   散     会 

 

 

○鈴木富美子議長 本日はこれをもって散会いた

します。 

 再開は、明後日午前10時といたします。ご協

力ありがとうございました。 

 

 

    午後 ４時１１分 散会 


